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第７回厚生労働省国立研究開発法人等審議会 

 

○荒木厚生科学課長 大変お待たせいたしました。 

 ただいまから第７回「厚生労働省国立研究開発法人等審議会」を開催いたします。委員

の皆様方におかれましては、御多忙の折、お集まりいただき、ありがとうございます。 

 ７月より着任いたしました大臣官房厚生科学課長の荒木でございます。会長選出までの

間、議事進行を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、本審議会は14名の委員の皆様方でございますが、時間の都合もございますので、

資料１をもって代えさせていただきたいと思います。本日は１名の委員、成川委員から御

欠席の連絡をいただいているところでございます。このため、13名の委員に御出席をいた

だいているということでございますので、厚生労働省国立研究開発法人等審議会令第６条

第２号に照らしまして、有効に成立していることを御報告いたします。 

 それでは、議事に入る前に、大臣官房危機管理・医務技術総括審議官の佐々木から御挨

拶を申し上げます。 

○佐々木総括審議官 改めまして、厚生労働省大臣官房危機管理・医務技術総括審議官の

佐々木でございます。 

 本日、委員の先生方、皆様におかれましては、大変お忙しいところ、本審議会に御出席

いただき、誠にありがとうございます。 

 本審議会は、厚生労働省が所管する国立研究開発法人等につきまして、独法通則法等に

基づき、大臣が目標の指示や業務実績評価を行うに当たり、意見を伺うために設置された

審議会になります。JIHSの創設に伴い、JIHS（国立健康危機管理研究機構）の意見聴取も

この審議会にて行うこととなり、審議会の規模が拡大されることになりました。ますます

本審議会での御意見をいただく機会も増えることになります。 

 委員の先生方、皆様におかれましては、今後、各評価部会に分かれていただき、各法人

の年度評価などについて御審議をいただくことになります。御審議に当たっては、特に国

立研究開発法人の第一の目的である、研究開発成果の最大化と適正・効果的かつ効率的な

業務運営の確保等を両立した運営がなされるよう、それぞれの御専門の立場から御意見を

頂戴できればと考えております。また、法人に対する御意見のほかに、国による制度運用

の改善についても御検討をいただくなど、委員の先生方、皆様からの積極的な御意見を期

待しております。 

 なお、先生方におかれましては、毎年度確認することとしている委員としての利益相反、

COIの件につきまして、回答に御協力くださり、ありがとうございます。先生方、皆様にお

かれましても、手続としてなかなか手間がかかったことかと思いますけれども、公平性、

透明性の高い会議運営を心がけていることから、御面倒かと思いますが、引き続きどうか

御協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 結びになりますが、先生方の活発な御意見、御議論をお願い申し上げまして、簡単では
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ございますが、私の御挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○荒木厚生科学課長 ありがとうございました。 

 それでは、早速議事に入らせていただきます。 

 表紙、議事次第の「１．審議事項」でございます。「会長の選出及び会長代理の指名に

ついて」になります。 

 こちらにつきましては、16ページの参考資料１に本審議会の審議会令を定めているとこ

ろでございます。審議会の構成は、第１条に書かれているとおり20名以内ということで、

現在は14名になってございます。そして、第３条の委員の任期ですが、２年となっており

ます。 

 そして、今回の会長の選出ということで、第４条、審議会に会長を置き、委員のうちか

ら委員が選挙するという形になっております。続きまして、第４条第３項に、会長に事故

があるときは、委員のうちから会長があらかじめ指名する者がその職務を代理するという

ことで、会長及び会長代理につきまして、委員の互選という形になっております。 

 まず、会長の御推薦を各委員からお願いできればと思いますが、いかがでしょうか。お

願いいたします。 

○中野委員 中野でございます。 

 土岐委員を推薦申し上げたいと思います。引き続きこの厚生労働省国立研究開発法人等

審議会長を務めていただければありがたく存じます。 

 土岐委員は、本審議会傘下の高度専門医療研究評価部会長を務められておりまして、そ

の他多数の行政の会議の委員の御経験もございますし、お人柄的にも適任かと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○荒木厚生科学課長 ありがとうございます。 

 ただいま土岐委員を推薦するというお声がございましたが、いかがでございましょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○荒木厚生科学課長 ありがとうございます。 

 それでは、御異議がないようでございますので、土岐委員に本審議会の会長をお願いし

たいと思います。土岐委員、よろしくお願いします。以降の議事運営につきまして、土岐

会長にお願いいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○土岐会長 ただいま中野委員から御推薦をいただきまして、皆様の御賛同を得てこの国

立研究開発法人等審議会の会長を仰せつかりました、大阪大学の消化器外科の土岐でござ

います。誠に僭越ではございますけれども、全力を尽くして職務に当たりたいと思ってお

ります。委員の皆様におかれては、ぜひ円滑な運営に向けて御協力を頂戴したいと思って

おりますので、何とぞよろしく存じ上げます。 

 それでは、議事を早速進めてまいりたいと思います。 
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 先ほど事務局から説明がございましたが、会長に事故があるときは委員のうち、会長が

あらかじめ指名する者がその職務を代理すると規定されております。この会長代理につき

まして、私のほうからは、よろしければ中野委員にお願いしたいと思っておりますが、中

野委員、お引き受け願えるでしょうか。 

○中野委員 かしこまりました。私でよろしければお手伝いさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○土岐会長 それでは、中野委員、会長代理のほうをよろしくお願いいたします。 

 まずは、報告事項の１に移りたいと思います。「国立研究開発法人等審議会の役割につ

いて」でございます。それでは、事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

○江田研究企画推進官 事務局から資料２の国立研究開発法人等審議会について御説明い

たします。 

 まず、資料２の３ページを御覧ください。国立研究開発法人制度についてです。独立行

政法人は、公共上、確実に実施されることが必要な事務・事業のうち、国が直接実施する

必要はないものの、民間に委ねると実施されないおそれのあるものなどを実施することと

されています。 

 なお、平成27年４月からは、独法制度が改正され、独立行政法人のうち、研究開発を行

う法人については、研究開発の長期性、不確実性、予見不可能性、専門性等の特性を踏ま

え、新たに国立研究開発法人として位置づけられました。この国立研究開発法人は、研究

開発の特性を踏まえ、独立行政法人とは異なる法制上の措置が与えられることになりまし

た。 

 一番下の点線で囲まれた部分を御覧ください。独立行政法人は、その目的に応じて、中

期目標管理法人、国立研究開発法人、行政執行法人として区分されることになりました。

中期目標管理法人について、厚生労働省でいうと、国立病院機構、福祉医療機構、医薬品

医療機器総合機構などが該当します。また、国立研究開発法人は、国立がん研究センター

など5NCと、医薬基盤・健康・栄養研究所が該当します。なお、行政執行法人については、

厚生労働省では所管しておりませんが、国立公文書館、統計センター、造幣局、国立印刷

局などが該当施設となります。 

 ４ページは、独立行政法人の評価制度の改正に関する資料となります。左側の旧制度を

御覧いただくと、厚生労働省独立行政法人評価委員会が評価の実施主体となり、総務省政

策評価・独立行政法人評価委員会の意見、勧告を踏まえ、評価を実施し、評価の決定を行

うこととしておりました。 

 右側を御覧いただくと、平成27年４月から、評価主体が厚生労働省独立行政法人評価委

員会から厚生労働大臣へ変更されました。また、厚生労働省国立研究開発法人等審議会が

設けられ、科学的専門性・多様性の観点から御助言をいただいているところになります。 

 ５ページは、国立研究開発法人制度に係る新旧制度の比較になります。御覧のとおりで

ございますが、新制度となり、「独立行政法人」から「国立研究開発法人」となり、目標
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については「効率的かつ効果的に」から「研究開発の最大限の成果を確保すること」とな

りました。目標期間も５年～７年へ延長され、研究開発の最大限の成果を確保することを

目的として、中長期目標を設定するという形になっております。 

 ６ページは、国立健康危機管理研究機構法の概要になります。国立健康危機管理研究機

構、通称JIHSは、次の感染症危機に迅速かつより適切に対応するため、政府に科学的知見

を提供する新たな専門組織として本年４月に設立されました。JIHSは特殊法人でございま

すが、国立健康危機管理研究機構法において、中期目標の策定の際は、厚生労働大臣は研

究開発に関する審議会等の意見の聴取を行うこと、国立健康危機管理研究機構法施行令に

おいて、その研究開発に関する審議会を国立研究開発法人等審議会とすることが定められ

ております。 

○荒木厚生科学課長 説明の途中でございますけれども、投影の容量の関係で画面の資料

共有ができておりませんので、審議会の委員の皆様方はお手元に資料があると思いますが、

ページ数を言いつつこちらで説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたしたい

と思います。 

○江田研究企画推進官 また、昨年度の本審議会において、担当部会として、国立健康危

機管理研究機構評価部会を設置することが了承されたところになります。 

 続きまして７ページを御覧ください。したがいまして、国立研究開発法人として区分さ

れている医薬基盤・健康・栄養研究所、がんセンターなどの国立高度専門医療研究センタ

ーの５法人及び国立健康危機管理研究機構については、国立研究開発法人等審議会から、

厚生労働省所管独立行政法人の評価に係る外部有識者の知見の活用という観点で、意見聴

取が行われているところになります。 

 なお、中期目標管理法人として区分されている法人のうち、国立病院機構等の９法人に

ついては独立行政法人評価に関する有識者会議から、年金積立金管理運用独立行政法人に

ついては社会保障審議会資金運用部会から意見聴取が行われています。 

 ８ページは、中長期目標の策定に係るフロー図となります。独法通則法の改正により、

平成27年３月に従来の独立行政法人評価委員会が廃止され、各府省に国立研究開発法人審

議会が新設されました。また、審議会は、厚生労働省の国立研究開発法人に関して、中長

期目標の策定、業務実績の評価などについて、科学的知見・国際標準等に則して、厚生労

働大臣に助言する機関として設置されております。なお、JIHSの評価等の事務の追加に伴

い、令和７年４月１日付で「国立研究開発法人審議会」から「国立研究開発法人等審議会」

へと審議会の名称も変更されております。 

 ９ページを御覧ください。国立研究開発法人等審議会に期待される役割について御説明

させていただきます。１つ目の○のところですが、国立研究開発法人等については、先ほ

ども申し上げましたとおり、研究開発の持つ長期性、不確実性、予見可能性、専門性とい

った特性を踏まえた目標設定・評価を行うことがこれまで以上に求められております。 

 そのため、２つ目の○のとおり、国立研究開発法人等審議会は、研究開発領域、研究開
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発に係る国際動向、法人のマネジメント等の御知見・御経験を生かして、法人の目標設定・

評価等が科学的知見や国際的水準に即したものとなるよう、厚生労働大臣の決定に際し、

御助言をいただくために設置されたものです。 

 ３つ目の○のところですが、審議会には、国立研究開発法人等において、第一の目的で

ある研究開発成果の最大化と、適正、効果的かつ効率的な業務運営の確保を両立した運営

がなされるように、提言を行っていただくことが期待されております。 

 また、４つ目の○のところですが、審議に当たっては、研究開発は機械的に効率性を図

るだけでは研究開発成果の最大化を促すことにはならないことから、質的・量的、科学技

術的・経済的・社会的、国際的・国内的、短期的・長期的といった様々な観点から総合的

に御検討いただくほか、研究開発は創造的な業務であり、必ずしも時間に応じた業務の進

捗、成果の創出等が期待できないことへの御配慮をいただくとともに、法人に対する意見

のほかに、国による制度運用の改善についても御検討いただくなど、国立研究開発法人の

機能強化に向けて積極的な貢献をお願いするものです。 

 10ページを御覧ください。今年度の審議会のスケジュールについて御説明します。本日

の第７回国立研究開発法人等審議会を終えた後、厚生科学研究評価部会におきましては、

医薬基盤・健康・栄養研究所の年度評価について御助言をいただくため、７月31日に開催

する予定としております。また、5NCを担当している高度専門医療研究評価部会におきまし

ては、同様に年度評価について御助言いただくため、７月24日、８月５日、８月７日の計

３回の部会開催を予定しております。国立健康危機管理研究機構評価部会におきましては、

NCGM（国立国際医療研究センター）の最終事業年度の評価及び中長期目標期間実績評価に

ついて御助言をいただくため、８月28日に開催する予定としております。こちらに関しま

しては、改めて各事務局から御案内させていただければと思います。 

 最後になりますが、11枚目は、審議会の進め方のイメージということで、業務実績評価

に係るフロー図となります。まず、事前送付ということで、法人が作成した自己評価書や

補足説明資料等を各委員に送付いたします。次に、部会におきまして、法人が作成した自

己評価書等に基づいてヒアリングを実施し、評価案を審議いただき、部会としての意見を

取りまとめていただきます。 

 なお、厚生労働省国立研究開発法人等審議会令第５条第６号の規定に基づき、部会の議

決をもって審議会の決議とすることができるとありまして、審議会としての御意見を踏ま

えて、厚生労働大臣が実績評価を決定する流れとなります。 

 以上が審議の進め方となりますが、具体的な審議の進め方は、審議会・部会において決

めることとしております。 

 御説明は以上になります。 

○土岐会長 ありがとうございます。 

 ただいまの御説明につきまして、御質問や御意見等はございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 
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 それでは、この審議会の下になりますが、部会のことについてです。報告事項の２、部

会の審議状況につきまして、前回以降、動きがあったものを報告していただきたいと思い

ます。なお、質疑に関しましては、全ての説明の後に一括して行いますので御了承くださ

い。それでは、事務局から資料の説明をよろしくお願いいたします。 

○荒木厚生科学課長 事務局でございます。 

 先ほどの資料２の説明の中におきまして、部会は３つございますけれども、既に各部会

の今年度のスケジュールという説明がございましたが、昨年度はどういう形でさせていた

だいたかにつきまして、資料３に基づきまして簡単に御説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 資料３の表紙に３つの部会の名前が書いてありますが、まず、13ページの厚生科学研究

評価部会でございます。こちらは先ほども御説明を申し上げた医薬基盤・健康・栄養研究

所の目標の策定及び評価、業務実績の評価の意見聴取を行ったものでございます。令和５

年７月以降、これまでに２回ということで、設置以降、計15回開催しているところでござ

います。 

 主な成果はこちらに記載のとおりでございますけれども、法人に係る業務実績評価が科

学的知見等に即したものとなるよう、所管大臣の決定に際し助力したという形になってい

るところでございます。 

 次の14ページは、２つ目の高度専門医療研究評価部会でございます。これは国立高度専

門医療研究センター、いわゆるナショセンの目標の設定及び評価、各事業年度の業務実績

の評価に関しての意見聴取を行う部会でございます。主な活動状況でございますが、令和

５年７月以降、これまでに９回、設置以降、計37回を開催しているということでございま

す。 

 主な成果はこちらに書かせていただいております。例えば、中長期目標の適切な変更が

必要なものもございましたし、令和５年におきましては、女性活躍・男女共同参画の重点

方針等を踏まえまして、成育医療研究センターに女性の健康に関するナショナルセンター

機能を持たせるための中長期目標の変更についての意見聴取などを行ったところでござい

ます。 

 最後に、15ページ、３番目の国立健康危機管理研究機構評価部会ということで、これは

国立感染症研究所とNCGMが合併した形で新しい特殊法人ということで、今年の４月１日か

らスタートしているところでございますが、この国立健康危機管理研究機構の目標の策定

及び評価、各事業年度のうち、業務実績の評価に際しての意見聴取を行うということでご

ざいます。 

 この前身となります評価準備部会というのを昨年の９月につくっております。そのため、

令和６年９月の設置以降の開催状況になりますが、これまでに２回開催しているところで

ございます。最初の中期目標の策定に関しての意見をこの準備部会でいただいたところで

ございます。 
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 主な成果ということで、先ほども申し上げましたように、この４月に設立されて、部会

としての名前も研究機構評価部会になりましたけれども、引き続き最初の中期目標の策定

に当たりまして、NCGM及び感染研の機能・役割の承継・発展も含めて、特に質の高い科学

的知見をしっかりと迅速に出すことができる体制となるようにという観点からの貴重な御

意見もいただいているところでございますし、これ以降の中期目標の内容に関しては必要

な助力をしていただいたということでございます。 

 簡単ながら以上でございます。 

○土岐会長 ありがとうございました。 

 ただいまの御報告につきまして、御意見や御質問等がございましたらよろしくお願いい

たします。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、その他、委員の先生方から国立研究開発法人等審議会の運営等につきまして

御意見や御質問等がございましたらお受けしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 特にございませんでしょうか。 

 私から１点、この審議会の委員は、皆さんいずれかの部会の委員も兼ねておられるので

しょうか。 

○江田研究企画推進官 そのとおりです。いずれかの部会の委員に、この審議会、親審議

会にも入っていただいています。 

○土岐会長 ありがとうございます。 

 それでは、これから部会が集中的に開催されますので、委員の先生方におかれては、部

会での活発な議論をよろしくお願いしたいと思います。 

 その他、質問がなければ以上としたいと思いますが、事務局から何か連絡等はございま

すでしょうか。 

○荒木厚生科学課長 土岐先生、ありがとうございます。 

 今後のスケジュールということで、先ほども申し上げましたけれども、それぞれの部会

をまさにこの７月、８月で進めさせていただきたいと思います。この親審議会の先生方に

も各部会に所属いただいておりますので、それぞれ事前にスケジュールもお伝えさせてい

ただいておりますが、念のためということで、まず医薬基盤・健康・栄養研究所の年度評

価につきましての厚生科学研究評価部会につきましては、７月31日、今月末日に開催を予

定しております。 

 また、NC等を含めます国立高度専門医療研究センターについては、NCは数がございます

ので、年度評価ということで７月24日、８月５日、８月７日の３回を予定しております。 

 そして、国立健康危機管理研究機構評価部会（JIHS評価部会）につきましては、８月28

日ということで、少し評価部会が立て込みますけれども、ぜひ先生方、よろしくお願いし

たいと思います。 

 こちらにつきましては、各部会の事務局から別途該当の先生方に御案内させていただき
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ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○土岐会長 ありがとうございます。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

 それでは、本日はこれにて閉会にしたいと思います。どうも御参加ありがとうございま

した。 

 


